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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年7月28日(2016.7.28)

【公表番号】特表2015-526408(P2015-526408A)
【公表日】平成27年9月10日(2015.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2015-057
【出願番号】特願2015-520238(P2015-520238)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 401/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/12     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/56     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/60     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/78     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/653    (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/80     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/40     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/647    (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  401/12     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  403/12     　　　　
   Ａ０１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   43/56     　　　Ｄ
   Ａ０１Ｎ   43/60     　　　　
   Ａ０１Ｎ   43/78     　　　Ｂ
   Ａ０１Ｎ   43/653    　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ   43/653    　　　Ｌ
   Ａ０１Ｎ   43/56     　　　Ｆ
   Ａ０１Ｎ   43/80     １０１　
   Ａ０１Ｎ   43/40     １０１Ｄ
   Ａ０１Ｎ   43/647    　　　　
   Ａ０１Ｐ    5/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月9日(2016.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
　実施形態４７．式１または実施形態１～３６のいずれか１つの化合物であって、式中、
Ｌが１，２－フェニレンを含む場合、前記１，２－フェニレンは、任意選択的に、Ｆ、Ｃ
ｌ、ＢｒおよびＣＨ３から独立して選択される２個以下の置換基で置換されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１３０】
　実施形態５５．実施形態５３の化合物であって、式中、Ｒ２ａは、ＦまたはＣｌである
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５２】
　実施形態７０．式１または実施形態１～６６ｃのいずれか１つの化合物であって、式中
、Ｑの複素環は、フラン、チオフェン、ピロール、オキサゾール、チアゾール、イミダゾ
ール、イソオキサゾール、イソチアゾール、ピラゾール、１，２，４－オキサジアゾール
、１，２，３－オキサジアゾール、１，３，４－オキサジアゾール、１，２，４－チアジ
アゾール、１，２，３－チアジアゾール、１，３，４－チアジアゾール、１，２，３－ト
リアゾール、１，２，４－トリアゾール、テトラゾール、４，５－ジヒドロイソキサゾー
ルおよび４，５－ジヒドロピラゾールから選択される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９９】
　スキーム１～１９に記載の以下の方法および変形の１つ以上を用いて、式１の化合物を
調製することが可能である。以下の式１～３８の化合物におけるＡ、Ｒ１、Ｌ、Ｇ、Ｒ２

およびｎの定義は、別段の定めがある場合を除き、発明の概要において上記に定義されて
いるとおりである。式１ａ～１ｆは式１の種々のサブセットであり、式１ａ～１ｆに係る
すべての置換基は、別段の定めがある場合を除き、式１について上記に定義されていると
おりである。式７ａ～７ｃは式７の種々のサブセットであり、式７ａ～７ｃに係るすべて
の置換基は、別段の定めがある場合を除き、式７について定義されているとおりである。
式１３ａ～１３ｅは式１３の種々のサブセットであり、式１３ａ～１３ｅに係るすべての
置換基は、別段の定めがある場合を除き、式１３について定義されているとおりである。
式１６ａは式１６に対する同族であり、式１６ａに係るすべての置換基は、別段の定めが
ある場合を除き、式１６について定義されているとおりである。式１９ａは式１９のサブ
セットであり、式１９ａに係るすべての置換基は、別段の定めがある場合を除き、式１９
について定義されているとおりである。式２３ａは式２３のサブセットであり、別段の定
めがある場合を除き、式２３ａにかかるすべての置換基は式２３について定義されている
とおりである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５１】
合成例２
３－ジフルオロメチル－Ｎ－［３’，５’－ジフルオロ－４’－（１－メチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－３－イル）［１，１’－ビフェニル］－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール（化合物２３２）の調製
ステップＡ：１－（４－ブロモ－２，６－ジフルオロフェニル）－３－（ジメチルアミノ
）－２－プロペン－１－オンの調製
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　１－（４－ブロモ－２，６－ジフルオロフェニル）エタノン（国際公開第２００４／７
２０７０号パンフレットに記載の方法に従って調製した；４．５６ｇ、１９．４ｍｍｏｌ
）およびＮ，Ｎ－ジメチルアセタミドジメチルアセタール（６．９４ｇ、５８．２ｍｍｏ
ｌ）のトルエン（４５ｍＬ）中の混合物を１６時間環流した。次いで、この反応混合物を
減圧下で濃縮し、残渣を、ヘキサン中の０～１００％酢酸エチルで溶出するシリカゲルに
よる中圧液体クロマトグラフィにより精製して、表題の化合物（４．７８ｇ）を得た。
１Ｈ　ＮＭＲδ７．７９（ｂｒ　ｓ，１Ｈ），７．１１（ｍ，２Ｈ），５．３１（ｂｒ　
ｓ，１Ｈ），３．１２（ｂｒ　ｓ，３Ｈ），２．８９（ｓ，３Ｈ）。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４７３】
　コンポーネント（ｂ）殺菌・殺カビ剤の例としては、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、ア
ルジモルフ、アメトクトラジン、アミスルブロム、アニラジン、アザコナゾール、アゾキ
シストロビン、ベナラキシル（ベナラキシル－Ｍを含む）、ベノダニル、ベノミル、ベン
チアバリカルブ（ベンチアバリカルブ－イソプロピルを含む）、ベンゾビンジフルピル、
ベトキサジン、ビナパクリル、ビフェニル、ビテルタノール、ビキサフェン、ブラストサ
イジン－Ｓ、ボスカリド、ブロムコナゾール、ブピリメート、ブチオベート、カプタホー
ル、キャプタン、カルベンダジム、カルボキシン、カルプロパミド、クロロネブ、クロロ
タロニル、クロゾリネート、クロトリマゾール、水酸化銅、オキシ塩化銅、硫酸銅、シア
ゾファミド、シフルフェナミド、シモキサニル、シプロコナゾール、シプロジニル、ジク
ロフルアニド、ジクロシメット、ジクロメジン、ジクロラン、ジエトフェンカルブ、ジフ
ェノコナゾール、ジフルメトリム、ジメチリモール、ジメトモルフ、ジモキシストロビン
、ジニコナゾール（ジニコナゾール－Ｍを含む）、ジノカップ、ジチアノン、ジチオラン
、ドデモルフ、ドジン、エコナゾール、エディフェンホス、エネストロブリン、エポキシ
コナゾール、エタコナゾール、エタボキサム、エチリモール、エトリジアゾール、ファモ
キサドン、フェナリモル、フェンアミドン、フェンブコナゾール、フェンフラム、フェン
ヘキサミド、フェノキサニル、フェンピクロニル、フェンプロピジン、フェンプロピモル
フ、フェンピラザミン、酢酸トリフェニルスズ、塩化トリフェニルスズ、トリフェニルス
ズヒドロキシド、フェルバム、フェリムゾン、フロメトキン、フルアジナム、フルジオキ
ソニル、フルモルフ、フルオピコリド、フルオピラム、フルオキサストロビン、フルキン
コナゾール、フルシラゾール、フルスルファミド、フルチアニル、フルトラニル、フルト
リアホール、フルキサピロキサド、ホルペット、フサライド、フベリダゾール、フララキ
シル、フラメトピル、グアザチン、ヘキサコナゾール、ヒメキサゾール、イマザリル、イ
ミベンコナゾール、イミノクタジンアルベシレート、イミノクタジン三酢酸塩、ヨードカ
ルブ、イプコナゾール、イプロベンホス、イプロジオン、イプロバリカルブ、イソコナゾ
ール、イソフェタミド、イソプロチオラン、イソピラザム、イソチアニル、カスガマイシ
ン、クレソキシム－メチル、マンコゼブ、マンネブ、メパニピリム、メプロニル、メプチ
ルジノカップ、メタラキシル（メタラキシル－Ｍ／メフェノキサムを含む）、メトコナゾ
ール、メタスルホカルブ、メチラム、メトミノストロビン、メトラフェノン、ミコナゾー
ル、ミクロブタニル、ナフチフィン、ネオアソジン、ヌアリモル、オクチリノン、オフレ
ース、オリザストロビン、オキサジキシル、オキソリン酸、オキスポコナゾール、オキシ
カルボキシン、オキシテトラサイクリン、ペフラゾエート、ペンコナゾール、ペンシクロ
ン、ペンフルフェン、ペンチオピラド、亜リン酸（例えば、ホセチル－アルミニウムとい
ったその塩を含む）、ピコキシストロビン、ピペラリン、ポリオキシン、プロベナゾール
、プロクロラズ、プロシミドン、プロパマカルブ、プロピコナゾール、プロピネブ、プロ
キナジド、プロチオカルブ、プロチオコナゾール、ピラクロストロビン、ピラメトストロ
ビン、ピラオキシストロビン、ピラゾホス、ピリベンカルブ、ピリブチカルブ、ピリフェ
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ノックス、ピリメタニル、ピリオフェノン、ピロキロン、ピロールニトリン、キンコナゾ
ール、キノメチオネート、キノキシフェン、キントゼン、シルチオファム、シメコナゾー
ル、スピロキサミン、ストレプトマイシン、硫黄、テブコナゾール、テブフロキン、テブ
フロキン、テクロフタラム、テクナゼン、テルビナフィン、テトラコナゾール、チアベン
ダゾール、チフルザミド、チオファネート、チオファネート－メチル、チラム、チアジニ
ル、トルコホス－メチル、トルプロカルブ、トリフルアニド、トリアジメホン、トリアジ
メノール、トリアリモル、トリチコナゾール、トリアゾキシド、三塩基性硫酸銅、トリシ
クラゾール、トリデモルフ、トリフロキシストロビン、トリフルミゾール、トリホリン、
トリモルファミド、ウニコナゾール、バリダマイシン、バリフェナレート、バリフェナル
、ビンクロゾリン、ジネブ、ジラム、ゾキサミド、α－（１－クロロシクロプロピル）－
α－［２－（２，２－ジクロロシクロプロピル）エチル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾ
ール－１－エタノール、Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ
－１－メチル－Ｎ－［［２－（１－メチルエチル）フェニル］メチル］－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、Ｎ－［２－（２，４－ジクロロフェニル）－２－メトキシ－１
－メチルエチル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２，３－ジヒドロ－１，１，３－トリ
メチル－１Ｈ－インデン－４－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、１，１－ジメチルエチルＮ－［６－［［［［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－
５－イル）フェニルメチレン］アミノ］オキシ］メチル］－２－ピリジニル］－カルバメ
ート、１－［４－［４－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニル）－４，５－ジヒドロ－
３－イソオキサゾリル］－２－チアゾリル］－１－ピペリジニル］－２－［５－メチル－
３－（トリフルオロ－メチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、２，６－ジメ
チル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－１，
３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、２－［（２，５－ジメチル－フェノキシ）－メチ
ル］－α－メトキシ－Ｎ－ベンゼンアセトアミド、３－［５－（４－クロロ－フェニル）
－２，３－ジメチル－３－イソキサゾリジニル］ピリジン、３－ブチン－１－イルＮ－［
６－［［［［（１－メチル－１Ｈ－トリアゾール－５－イル）－フェニルメチレン］－ア
ミノ］－オキシ］－メチル］－２－ピリジニル］カルバメート、４－フルオロ－フェニル
Ｎ－［１－［［［１－（４－シアノフェニル）－エチル］－スルホニル］メチル］－プロ
ピル］カルバメート、５－クロロ－６－（２，４，６－トリ－フルオロ－フェニル）－７
－（４－メチルピペリジン－１－イル）［１，２，４］－トリアゾロ
－［１，５－ａ］－ピリミジン、５－フルオロ－２－［（４－フルオロ－フェニル）－－
メトキシ］－４－ピリミジンアミン、５－フルオロ－２－［（４－メチルフェニル）－メ
トキシ］－４－ピリミジン－アミン、Ｎ－（４－クロロ－２－ニトロ－フェニル）－Ｎ－
エチル－４－メチルベンゼン－スルホンアミド、Ｎ－［［（シクロプロピル－メトキシ）
－アミノ］－－［６－（ジフルオロ－－メトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］－メ
チレン］－ベンゼンアセトアミド、Ｎ－［［（シクロ－プロピル－メトキシ）－アミノ］
－［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］－メチレン］－ベンゼ
ン－－アセトアミド、Ｎ－［２－（１Ｓ，２Ｒ）－［１，１’－ビシクロプロピル］－２
－イルフェニル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（αＳ）－［３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－５－（２，４
－ジフルオロフェニル）－４－イソオキサゾリル］－３－ピリジンメタノール、Ｎ－［２
－［４－［［３－（４－クロロ－フェニル）－２－プロピン－１－イル］オキシ］－３－
メトキシ－フェニル］－エチル］－３－メチル－２－［（メチル－スルホニル）－アミノ
］－ブタンアミド、Ｎ－［２－［４－［［３－（４－クロロ－フェニル）－２－プロピン
－１－イル］オキシ］－３－メトキシフェニル］－エチル］－３－メチル－２－［（エチ
ル－－スルホニル）－アミノ］－ブタンアミド、Ｎ－［２－［４－［［３－（４－クロロ
フェニル）－２－プロピン－１－イル］オキシ］－３－メトキシ－フェニル］エチル］－
３－メチル－２－［（メチル－スルホニル）－アミノ］－ブタンアミドおよびＮ－［２－
［４－［［３－（４－クロロフェニル）－２－プロピン－１－イル］オキシ］－３－メト
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キシフェニル］－エチル］－３－メチル－２－［（エチル－スルホニル）－アミノ］－ブ
タンアミド、Ｎ’－［４－［［３－［（４－クロロ－フェニル）メチル］－１，２，４－
チア－ジアゾール－５－イル］オキシ］－２，５－ジメチルフェニル］－Ｎ－エチル－Ｎ
－メチル－メタンイミドアミド、Ｎ’－［４－［４－クロロ－３－（トリフルオロ－メチ
ル）－－フェノキシ］－２，５－ジメチル－フェニル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－メタ
ンイミド－アミド、α－［メトキシ－イミノ］－Ｎ－メチル－２－［［［１－［３－（ト
リフルオロ－メチル）フェニル］エトキシ］－イミノ］－メチル］－ベンゼンアセトアミ
ド、ｒｅｌ－１－［［（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジ
フルオロフェニル）－２－オキシラニル］－メチル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール
、ｒｅｌ－２－［［（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－クロロ－フェニル）－２－（２，４－ジ
フルオロ－フェニル）－２－オキシラニル］メチル］－１，２－ジヒドロ－３Ｈ－１，２
，４－トリアゾール－３－チオン、およびｒｅｌ－１－［［（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－
クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）－２－オキシラニル］メチル］
－５－（２－プロペン－１－イルチオ）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾールが挙げられる
。従って、注目すべきは、コンポーネント（ａ）として、式１の化合物（または、そのＮ
－オキシドもしくは塩）、および、コンポーネント（ｂ）として、記述の列挙から選択さ
れる少なくとも１種の殺菌・殺カビ剤を含む殺菌・殺カビ組成物である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式１から選択される化合物
【化１】

（式中、
　Ａは、
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【化２】

からなる群から選択されるラジカルであり；
　Ｒ１は、Ｈ、シクロプロピルまたはＣ１～Ｃ２アルコキシであり；
　ＺはＯまたはＳであり；
　Ｌは、Ｒ１２ａおよびＲ１２ｂに結合している炭素原子が、式１中のカルボキサミド窒
素原子にも結合している－Ｃ（Ｒ１２ａ）Ｒ１２ｂ－Ｃ（Ｒ１３ａ）Ｒ１３ｂ－；または
、ハロゲンおよびＣ１～Ｃ２アルキルから独立して選択される４個以下の置換基で任意選
択的に置換されている１，２－フェニレンであり；
　Ｇは、ＮまたはＣ－Ｒ２ａであり；
　各Ｒ２は、独立して、ハロゲン、ニトロ、シアノ、Ｃ１～Ｃ２アルキル、Ｃ１～Ｃ２ハ
ロアルキル、Ｃ１～Ｃ２アルコキシまたはＣ１～Ｃ２ハロアルコキシであり；
　ｎは、０、１、２または３であり；
　Ｒ２ａは、Ｈ、ハロゲン、ニトロ、シアノ、Ｃ１～Ｃ２アルキル、Ｃ１～Ｃ２ハロアル
キル、Ｃ１～Ｃ２アルコキシまたはＣ１～Ｃ２ハロアルコキシであり；
　Ｂ１はＣＨまたはＮであり；
　Ｂ２はＣＨまたはＮであり；
　Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ３アルキルまたはＣ１～Ｃ３ハロアルキルであり；
　Ｒ４は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ３アルキルまたはＣ１～Ｃ３ハロアルキルであり；
　Ｒ５は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ３アルキルまたはＣ１～Ｃ３ハロアルキルであり；
　Ｒ６はＣ１～Ｃ２アルキルであり；
　Ｒ７は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ３アルキルまたはＣ１～Ｃ３ハロアルキルであり；
　Ｒ８は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２アルキルまたはＣ１～Ｃ２ハロアルキルであり；
　Ｒ９は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ３アルキルまたはＣ１～Ｃ３ハロアルキルであり；
　Ｒ１０は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ３アルキルまたはＣ１～Ｃ３ハロアルキルであり；
　Ｒ１１は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ３アルキルまたはＣ１～Ｃ３ハロアルキルであり；
　ｍは、０、１または２であり；
　Ｒ１２ａおよびＲ１２ｂは、各々独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２アルキルまたはＣ１～Ｃ２

ハロアルキルであるか；または
　Ｒ１２ａおよびＲ１２ｂは一緒になってＣ２～Ｃ４アルカンジイルとされ；
　Ｒ１３ａは、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ２アルキル、Ｃ１～Ｃ２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ

２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ２ハロアルコキシ、Ｃ１～Ｃ２アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ２

アルコキシアミノであり；
　Ｒ１３ｂは、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ２アルキルもしくはＣ１～Ｃ２ハロアルキルであ
るか；または
　Ｒ１３ａおよびＲ１３ｂは一緒になってＣ２～Ｃ４アルカンジイルとされ；
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　Ｑは、１個以下のＯ、１個以下のＳおよび４個以下のＮ原子から独立して選択される４
個以下のヘテロ原子ならびに炭素原子から選択される環員を含有する５員不飽和複素環で
あり、ここで、２個以下の炭素原子環員はＣ（＝Ｏ）から独立して選択され、前記環は、
任意選択的に、芳香族複素環と式１の残部とを結合する環員に対して遠位にある環員上に
おいて１個の置換基で置換されており、前記任意の置換基は、炭素原子環員においてＲ１

４ｃおよび窒素原子環員においてＲ１４ｎから選択され、前記複素環はさらに、任意選択
的に、炭素原子環員においてＲ１５ｃおよび窒素原子環員においてＲ１５ｎから選択され
る置換基で置換されており；
　各Ｒ１４ｃは、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３ハロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ１～Ｃ３ハロアルコキシ、Ｃ２～Ｃ３アルコキシカル
ボニルもしくはＣ２～Ｃ４アルキルカルボニルであるか；または、Ｒ１６から独立して選
択される５個以下の置換基で任意選択的に置換されるフェニル環であるか；または、炭素
原子環員においてＲ１７ｃおよび窒素原子環員においてＲ１７ｎから独立して選択される
４個以下の置換基で任意選択的に置換される芳香族複素環であり；
　各Ｒ１４ｎは、独立して、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３ハロアルキルまたはＣ１～
Ｃ３アルコキシであるか；または、Ｒ１８から独立して選択される５個以下の置換基で任
意選択的に置換されるフェニル環であるか；または、炭素原子環員においてＲ１９ｃおよ
び窒素原子環員においてＲ１９ｎから独立して選択される４個以下の置換基で任意選択的
に置換される芳香族複素環であり；
　各Ｒ１５ｃは、独立して、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３ハロアルキルま
たはＣ１～Ｃ３アルコキシであり；
　各Ｒ１５ｎは、独立して、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ１～Ｃ３ハロアルキルまたはＣ１～
Ｃ３アルコキシであり；
　各Ｒ１６、Ｒ１７ｃ、Ｒ１８およびＲ１９ｃは、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～
Ｃ２アルキル、Ｃ１～Ｃ２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ２アルコキシまたはＣ１～Ｃ２ハロア
ルコキシであり；
　各Ｒ１７ｎおよびＲ１９ｎは、独立して、Ｃ１～Ｃ２アルキル、Ｃ１～Ｃ２ハロアルキ
ルまたはＣ１～Ｃ２アルコキシであり；
　Ｒ２０は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ３アルキルまたはＣ１～Ｃ３ハロアルキルであり；
　Ｒ２１は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ３アルキルまたはＣ１～Ｃ３ハロアルキルであり；およ
び
　Ｒ２２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２アルキルまたはＣ１～Ｃ２ハロアルキルである）
であって、ただし：２－メチル－Ｎ－［２－［４－（１Ｈ－ピラゾール－１－イル）フェ
ニル］エチル］－５－チアゾールカルボキサミド、Ｎ－［２－［４－（３，５－ジメチル
－１Ｈ－ピラゾール－１－イル）フェニル］エチル］－１，３，５－トリメチル－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド、２－ブロモ－Ｎ－［２－［４－（１Ｈ－ピラゾール－
１－イル）フェニル］エチル］ベンズアミド、３－メチル－Ｎ－［２－［４－（１Ｈ－ピ
ラゾール－１－イル）フェニル］エチル］－２－チオフェンカルボキサミド、２－メチル
－Ｎ－［２－［４－（１Ｈ－ピラゾール－１－イル）フェニル］エチル］ベンズアミド、
２－ヨード－Ｎ－［２－［４－（１Ｈ－ピラゾール－１－イル）フェニル］エチル］ベン
ズアミド、２－フルオロ－Ｎ－［２－［４－（１Ｈ－ピラゾール－１－イル）フェニル］
エチル］ベンズアミド、２－クロロ－Ｎ－［２－［４－（１Ｈ－ピラゾール－１－イル）
フェニル］エチル］ベンズアミド、５－クロロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［２－［４－（
２－メチル－４－チアゾリル）フェニル］エチル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、２－メチル－Ｎ－［２－［４－（２－メチル－４－チアゾリル）フェニル］エチル
］ベンズアミド、２－メチル－Ｎ－［２－［４－（２－メチル－４－チアゾリル）フェニ
ル］エチル］－３－フランカルボキサミド、２－フルオロ－Ｎ－［２－［４－（２－メチ
ル－４－チアゾリル）フェニル］エチル］ベンズアミド、２－ブロモ－Ｎ－［２－［４－
（２－メチル－４－チアゾリル）フェニル］エチル］ベンズアミド、２－ヨード－Ｎ－［
２－［４－（２－メチル－４－チアゾリル）フェニル］エチル］ベンズアミド、Ｎ－［２
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－［４－（２－メチル－４－チアゾリル）フェニル］エチル］－２－（トリフルオロメチ
ル）ベンズアミド、および２－クロロ－Ｎ－［２－［４－（２－メチル－４－チアゾリル
）フェニル］エチル］ベンズアミド
以外のものである式１の化合物、そのＮ－オキシドおよび塩。
【請求項２】
　３－クロロ－Ｎ－［２－［２－クロロ－４－（３－トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－１－イル］フェニル－１－メチルエチル］－２－ピラジンカルボキサミド、
　Ｎ－［２－［２－クロロ－４－［３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル］フェニル］エチル］－３－（トリフルオロメチル）－２－ピリジンカルボキサミ
ド、
　Ｎ－［３’，５’－ジフルオロ－４’－［３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾ
ール－１－イル］［１，１’－ビフェニル］－２－イル］－３－（トリフルオロメチル）
－２－ピリジンカルボキサミド、
　３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［３’，５’－ジフルオロ－４’－［３－（トリフル
オロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］［１，１’－ビフェニル］－２－イル］－
１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、および
　Ｎ－［２－［３－クロロ－５－［３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル］－２－ピリジニル］エチル］－２－（トリフルオロメチル）ベンズアミド
からなる群から選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　（ａ）請求項１に記載の化合物；および、（ｂ）少なくとも１種の他の殺菌・殺カビ剤
を含む殺菌・殺カビ組成物。
【請求項４】
　（ａ）請求項１に記載の化合物；ならびに、（ｂ）界面活性剤、固体希釈剤および液体
希釈剤からなる群から選択される少なくとも１種の追加のコンポーネントを含む殺菌・殺
カビ組成物。
【請求項５】
　真菌性病原体によって引き起こされる病害から植物または植物種子を保護するための方
法であって、殺菌・殺カビ的に有効な量の請求項１または２に記載の化合物を前記植物ま
たは植物種子に適用するステップを含む方法。
【請求項６】
　植食性線虫を防除する方法であって、前記線虫またはその環境に殺線虫的に有効な量の
請求項２に記載の化合物を接触させるステップを含む方法。
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